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特集焼石調理の考古学

日本列島最古段階の磯群とその機能
一香坂山遺跡と石の本遺跡、の磯群の比較から一

Profi陣
2∞4年軍司巨大学大学院修7.憎士(文i
!l':lIpO.文化庁鋼査官をJlT現臆n
中央アジ?で石刃石総廓のAt立過程解明
のため2017年から IUP-EUP朗の4
週硲量発掴中

日本で1.tf1IA・古の石刃石話IH求めて
2020年から香iji山遺包量発銀中.

はじめに

長野県佐久市東部の八風山に所在する香坂山遺

跡は.黒色ガラス質安山岩の原産地の近傍に立地す

る後期旧石器時代初頭の遺跡である。八風山南西

蕗で最も高い標高 1，140mの東西方向の尾根の付け

根の平坦面に立地する(図 1)。上信越自動車道の

八風山第2トンネJレの換気塔建設に伴い 1996年に

長野県教育委員会により発見され. 1997年に長野

県埋蔵文化財センターにより初めて発掘された I。

列島最古の石刃石器群が検出されていた八風山E

遺跡2と同様の層位から 2点の大型石刃が山土し

たが.その技術と形態は八風山E遺跡と大きく異

なっていた。このため未知の石刃インダストリー

が埋もれていると予測し 2020年と 2021年に学

術目的の発掘調査川を実施したところ.大型石

J 

合

3回

図1 八風山山麓の旧石器時代遺跡分布
(枠内;香板山遺跡.1 .学術樋査区.
2;長野県鯛査区.4;八風山E遺跡)

The earliest gravel clusters in lhe Japanese Archipelago 
and their functions -Comparison of gravel clusters 

at lhe Kousakayama site and the lshinomoto site-

くじたItさだかっ

国武貞克 (国立文化財機構奈良文化財研究所)

Sadakatsu Kunitake • Nara National Research 
lnstitute for Cultural Properties 

刃.小石刃.尖頭形剥片の3誼からなる新たなイ

ンダストリーを検出した s，。尖頭形剥片は定義的

な斜軸尖頭器である。中期旧石器的な尖顕器に大

型石刃と小石刃が組み合う石器組成は. n本旧石
器研究においてこれまで知られておらず.かつユー

ラシア大陸の最古の後期旧石器文化である初期後

期In石器時代 (IUP)石器群と同じ構造である

14C年代も約3万7，000年前前後となり.3万6，300

年前の八風山E遺跡を遡って列島最占の石刃石器

群となることが判明した。約3万7，000年前までに

中央アジア.北アジアにみられる IUP石器群の系

譜が何らかの形で日本列島に流入した証拠であり.

これが円本列島の後期旧石器文化の一方の極を担

う石刃石器群の起源となったと考えられる九

この遺跡では石材原産地に近接しかっ大型石刃

製作跡も検出したが.遺跡の性格は製品や八ヶ岳

写真 香板山遺跡2021年学術調査の磯群検出状況
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そのため.大型石刃製作跡.炭化物集中様群の

3者が相互に関連しあって機能したと考えられる。

実際に.離群から遊離したとみられる完形の焼磯

l点が大型石刃製作跡の中央で石器に直接重なっ

て検出されたことからも.これらが同時に稼働し

たことを示している。

喋群は 1mx 2mの範囲に分布する13点の礁から

構成される。写真はこのうちの8点がまとまって分

布する範囲である。図2に喋群とその周辺の石器

の散布状況を示した。礁は散漫な分布を示し.南

端の4点は接合して l個体になる。完形率は30%

と低く， 70%が破砕している。重さは50g以下か

|特集焼石調理の考古学 園

産黒曜石のキャ ッシュが検出されたことから.単

なる石器製作工房ではなく.生活跡であり回帰的

なベースキャンプと推定した 7。そしてまさにこ

の生活跡という推定に整合するかのように喋群を

l基検出したのである(写真)。

1.香坂山遺跡の礎群

磯署宇は2021年に実施した第4次発掘調査にお

いて， 674点の石器からなる大型石刃製作跡から

約2m南西で検出した 4。離群から約 1.5m西では

410点の木炭片からなる炭化物集中を検出 した。
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図2 香板山遺跡2021年学術調査の磯群平函図
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日本列島最古段階の喋群とその機能一蹴山遺跡と石の本踏の開の蜘から-・ 国武貞克 I

らIkgまで均等にみられる。喋は全て

輝石安山岩の亜円喋であり.遺跡より

も約 10m低い南の谷の沢筋で原石を採

取できる。原石は灰白色であるが.際

群権成離は強〈赤化しており煤状の

付着物が明瞭に観察される。赤化率は

95%，煤付着率は80%といずれも高い。

かなり使い込まれた礁であり.散漫な

分布から廃棄状態の喋群とみられる。

精査したものの様群の範囲には掘り込

みはみられなかった。そして喋の垂直

分布はほぼ平らで揃っていた(図2)。

喋群の周囲には大型石刃や尖頭形剥

片.基部加工尖頭形石器などの製品類

が散布していた。北西に隣接する大型

石刃製作跡から大型石刃が持ち込まれ

て何らかの作業が行われていたとみ

られる。なかでも膿群の約40cm南に

はホJレンフェJレス製の刃部磨製石斧が.

刃部を喋群とは反対の東に向けて横た

えて置かれていた(図2)。年代の分かつ

ている刃部磨製石斧としては列島最古

の完形品である。喋群の周囲において

大型石刃や石斧などを用いた棟々な作

表列島最古段階の機群属性比較 (ー はデータ無し)

遺跡名 香坂山 石の本 武蔵台
~ + + 
発億年 2021 1997 2016 

年代calBP 37.0 ka 37.5ka 36.0ka 

遺
大型石刃

石刃
跡 主要石器 小石刃 台形機石器

台形様石器
斜軸尖頭器

完形郡山部破片
型軽群標高 1137.43 75.75m 

~t*章 36. 16' 19"|32. 50' 6" 35. 41' 26" 

推定有効温度 10.84.C 12.76.C 12.41・c
環 尾根上地滑り 火山性扇状地 扇状地上

境
立地地形

平坦面卜一ウt-上付ワ河近コ岸にz 段丘 -< 河岸段丘
周辺値生 草原 森林

一+--

炭化材樹種
カラマツ/ ギ属

ヒ/モミ属

一 ~ー噌凶 +ー一
E難点数 13点 11点 15点

謀総重量 3739.7g_j二21則 g 3176.1g 

誕祭 完形平均賃量 467.9g 218.9g 

群 主要磁石材 輝石安山岩100% 砂岩 100% 砂岩93%

破砕率 82% 13% 

赤化率 95% 100% 0% 

燦付積率 80% 0% 

業が行われていたことを示している。大型石刃を

多量に製作し使用して廃棄した場において構築

された離群は.想像をたくましくすれば.狩猟し

た獲物を解体処理した後に焼石調理された場と想

の熊本市石の本遺跡'lである。そして両者が一体化
したのが.3万6，000年前の府中市武蔵台遺跡'を

はじめとする武蔵野台地立川ロームXb層の遺跡で

ある。列島の後期旧石器文化の形成を語るうえでカ

ギとなるこれら 3遺跡において揃って磯群が検出さ

れているのは特筆すべき点であろう (表)。

定することも可能であろう。

2， 日本列島最古段階の喋群

日本列島の後期旧石器文化の成立過程は.石刃

と台形梯石器の2系統の石器群の起源に分かれて

いる 九 最古の石刃石器群が約3万7，000年前の香

坂山遺跡で.最古の台形様石器群が3万7，500年前

武蔵野台地立川ロームX層上部並行期の遺跡数

が必ずしも多くない割に.小規模な磯群が高頻度

に伴う点は既に指摘されており.それを遡る 3万

7，000年代の遺跡、においても同様であることから.

日本列島においては後期旧石器時代の最初頭から

磯群が一般的に利用されていたといえるだろう 10)。

考古学ジャーナル 784. 2023 21 



|特集焼石調理の考古学 園

後の時期と比して相対的に温暖であったことも関

係するのであろうか。表に示したこれら 3遺跡の

礁群は礁点数が 日点から 15点で.総重量も 3kg 

前後と小規模である点も共通している。石器組成

の追いを超えて.刃部磨製石斧が伴う点も共通す

る(表) ところでこのうち武蔵台遺跡については.

赤化率.煤付着率がともに 0%で.破砕率も 13%

と著しく低い(表)。加えて.被熱の痕跡が明確

には認められないことから.報告者により礎石器

の素材キャッシュの可能性も想定されており他の

2遺跡とは性格が異なるのかもしれない。

その一方で.石刃と台形様石器のそれぞれの列

島最古となる香坂山遺跡と石の本遺跡は，石器組

成のみならず立地環境も対照的である。山地と平

野.草原環境と森林環境という追いは.緯度の違

いもさることながら標高の違いによるところが大

きいだろう。磯群標高を比べると香坂山遺跡は海

抜 1137.43m.石の本遺跡、は海妓75.31mでその差

は1062.12mである。

武蔵野台地立川ロームX層の中山谷遺跡や武蔵

台遺跡の別地点野川中州北遺跡第 l泥炭層では

炭化材に広葉樹極が同定された例が多く.石の本

遺跡、でも広葉樹のウコギ属が同定されている。ウコ

ギ属は冷温帯域から暖温帯域の林内に生育する落

葉樹であり比較的温暖とみられるこの時期の傾向に

沿っている。林内の樹種であることから付近に森林

がある環境が想定された九これに対して香坂山遺

跡ではカラマツ属. トウヒ属.モミ属が同定されて

おり.ネザサ率も 8%と低いことから寒冷で乾燥し

た草原環境が想定された 3。両者はまさに対照的な

環境にあるのだが.よく似た規模の礁群が残された。

3.推定有効温度と調理対象資源

そこで.両遺跡の離群を調理施設と想定する場

合.これほどまでに環境が違うなかで.同程度の

規模の礁群は.何を対象としていたのかという疑

問が生じる。閉じ対象なのか.違うのか。標高に

伴う植生と立地環境の違いはつまり.明らかに気

温差によるものである。気温差には4度であるが

緯度の違いも影響するだろう。

田村隆氏はフリーマン (FreemanJ. C.)による

民族誌データの集計と推定有効温度の対比によ

り.南関東地方の最終氷期の際群が植物質食料と

動物質食料の両方を対象としたピットオープンの

使用ゾーンに入っていたと推定している H。そこ

で同梯にこの 3遺跡の推定有効温度を算出して.

調理対象資源と離群の機能を推定してみる。

推定有効温度は以下のように算出した。まず

遺跡所在地の現在の有効温度 (18x最暖月平均

気温-10x最寒月平均気温)1 (最i壊月平均気温.

最寒月平均気温+8)を.現在の気温から算出す

る。そして現在の千葉市(有効温度 14.6t)が植

生からみて氷期には現在の旭川盆地.黒松内低地

ライン(同 12.5t)に対応する関係 H から.現在

から氷期への変換係数を 0.86(12.5/14.6) と仮定

し各遺跡所在地の有効揖度に同係数を乗じた値

を推定有効温度とした。遺跡所在地の現在の気温

は.それぞれ佐久市.熊本市.府中市における気

象庁観測データの 1991年から 2020年の 30年間

平均値を基準にし.観測地点と様群標高の高度差

を 100mにつき 0.6tの気温逓減率で補正した値を

使用した。現在と氷期の厳密、な対応に問題が残る

ものの.地理的に離れた遺跡の同一条件下での組

い比較には耐えられるだろう。

これを田村隆氏が提示したフリーマンによる民

族昔、データに基づく有効温度と調理用食料資糠の

対応モデルに当てはめて比較してみると川.植

物性資源への依存が不可能になるラインが有効温

度 11.54t以下とされているので，香坂山遺跡の

推定有効温度 10.84t(表)はそれを明らかに下

回る。香坂山遺跡では植物性資源には依存できな

22 考古学ジ'1'ーナル 784. 2023 



| 日本列島最古段階の喋務とその機能ー制山遺跡と石の本遺跡の鵬の比較から一 ・ 国武貞克

い生業形態が想定されることになる これに対し

て植物性資源への強依存が認められるラインが

12.7St以上とされているので.石の本遺跡の推

定有効温度 12.76t (表)はほぼそれに一致する。

石の本遺跡では植物質食料への依存が強い生業形

態が想定されることになる

喋群機能としては.フリーマンの民族誌データに

基づくモデルによると.香坂山遺跡の推定有効温

度 10.84tは地床オープン(掘り込みをともなわな

いか.浅い掘り込みをもっ蒸し焼き用オーブン)の

不使用範囲に含まれ.かつ動物性資源の民族誌デー

タが主体を占める このため.動物性資源を対象と

して.蒸し焼きmオープンではない翻理方法が想定
されることになる 礁の出土レベルが水平で掘り込

みを伴わない点.そして廃棄的な散布状況はこの機

能推定と整合的である。これに対して石の本遺跡

の推定有効温度 12.76tは同モデルでは.地床オー

ブンにより植物と動物の両方が調理資源として推定

される範囲に含まれている 石の本遺跡で検出さ

れている大粒の木炭を伴う浅い土坑や.離群にみ

られる焼礁の掻き出し痕跡は.植物性資源に強〈依

存しつつ動物性資源をも対象とした地床オープンの

使用に関連した可能性も考えられるであろうか

おわりに

日本列島の後期In石器文化の起源を示す香境山

遺跡と石の本遺跡の双方において.調理施設と推

定可能な離群が検出された それらはほぼ同規模

であるにもかかわらず， 推定有効温度からみた民族

誌データによる推定では.異なる調理方法と対象資

j原が想定された その推定通り.香坂山遺跡では

動物性資源が調理されたのか.その動物は如何な

る種類なのか。香坂山遺跡の喋群ではその重要性

を鑑みて.2021年8月の発見直後から慎重な検出

と厳密な土嬢サンプリングを行い.現在.庄田慎矢

氏と村上夏希氏による残存脂質分析が進行してい

る。ここに示した民族誌データに基づく推定とどの

程度対応するのか.その結果が注目される
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特集 「博多の考古学J(仮)
舗 大庭康時 {福岡市埋蔵文化財際}

総鈴 ・考古学による博多研究の今 (仮)

大庭，.時 (循岡市埋蔵文化財関}

博多の港湾温情 (仮)

博多の都市形成 (仮)
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生産遺跡と しての博多 (仮)

岩熊拓人 {徳岡市埋蔵支化財偲}
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比佐燭一郎 {奈良大学文学館文化財学科}

<考古Web:沖縄>

企画展「発掘調査速報2023J

調査が始まってから.報告i!fを刊行するまでに欽年と時1111がかかる発姻
rtですが.本民ぷでは前年度に'.1.:施された沖縄県IAjの鯛査や主な遺物の発御
鋼J"J:成*を公rUIしています

朗自 :令和5年7月 11[] (U) -8 H 27日(口)
時 間 ・午前9時~午後5持[入所は午後4時aドまで)

{本所日 J~ 曜日
会 員・ :沖縄県立JI量級文化財七ンター

料金 :無事1
お問い合わせ 沖縄県立腹蔵文化財七ンデー

干903・0125沖縄県中政務西原町字上限 193・7TEL: 098・835・8751

おめでとうございますf小林遺雄先生がアメリカ

芸術科学アカデミーの会員に選出されました。

以前.弥必編集委貝としてr6飽きれた小件 直縫先生
(図穆院大砂名蛍数綬が.令制5年4月19日.アメリカ

ト2芸術科乍アカデミーの続たな会民として選出され
|ました必んでお客ぴ巾しあげます 編集郎一同

一一一 <考古Web:静岡> ===

企画展「中 ・近世の浜松j

浜~lliI何で l;t.浜t企峨跡の発御繍査を始め.中世か
ら近|止の凋食事例がt甘えており.新たな匁1見がI!~られ
ているほか.当時の生活をしのぶ幽上品が多fl仰られ
ています これまでの発姻調査成果とその山上品を通

じて. lß~の中世・近世の暗号を解き明かすI~の出来る
企画展です.

期日 令有15!F7月15日(t)-令初6年In28[)(日)
時間 'F1Ylr9 時~午後sa.~

体節目 η曜日
会渇 浜tih布地綾遺産センター
料金 貨斜
お問い合わせ 浜~市地縫遺li七ンター

干431・2295i兵~市北区事|伎町Jt- t11谷 61 6・5

TEL 053-542・3660 FAX 053-542-3326 

Facebook 

回嶋田 糊t闘 /ニューサイ以社の 高出
一一日 F配e凶ok，Instagramを 器崎容
首~露 是非ご覧くたさい。 鼠鱗

定期購読料金のお知らせ
月刊「考占!'f シャーナルj をご~I置いた

だ与ましてありがとうございます

本t患の年間11111鋭利li下di!のように嘗必
号・臨時地刊号を含めたご節水になります

ので.ご承知必さくださいますようお願い

いたします

jj:岡田段IW 4・ 28.481同t健治}
'過号 1.850門><12.・22.2∞内11*込}
岨同帽刊号 2ω閉><，蘭・2.鈎 1問機込3

3.叙)()円><，凋・3.邸調。門t掛込}
量制 28.咽 1問機込3
・屯削崎成品角n"ηI，IIj. 小斗峨， ~'I' ゐ，1: ，iSL 
岬1，':.M}lII.{-Jlj.~りいたしま e
・IlJfi"l:・l!・周波・1・，1U "ilt.fでごiU¥1さい
・なれ~ 1111明結"は.也"1骨 f~ むを合的た薗1にな
ります.
.<IJI・111，~む);11 1:1.，..11111"とさせていただき 1'1".
。 編集後記 0

・7月号特集『焼石調理の考古学jを

ご企画頂きました信回慎矢先生・保坂

康夫先生をはじめ.ご執筆くださいまし

た先生方に多太なご尽力を賜りましたこ

と，厚〈 御礼ltし上げます

-先人が試行錯際して生み出した「調理す

るjという行為が.今日の事やかでftか

な食文化へと聖書がっているんですね.lG) 

44 

。編集顧問。
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